
目標：独自の情報サービスを提供するためにあらゆる情報（コンテンツ）を簡便、的確、かつ安心して収集、解析、
管理する次世代の知的な情報利活用のための基盤技術を開発する。すなわち、既存の技術では管理することが困難な
大量の情報の中から、信憑性を判断でき有益な情報を高速に見つけ出すことを可能とし、様々な情報サービスの基盤
となる次世代知的情報利活用基盤を構築する。

活動：関係府省（総務省、文部科学省、経済産業省）の対象施策及び補完的課題から「技術要素」を抽出するとと
もに、情報の巨大集積化と利活用基盤技術に関し、「利用促進」および「基盤的技術」の観点から「技術要素間連携
図」を作成した。この連携図を関係府省、補完的課題の各施策間で共有し、施策間における具体的な連携シナリオを
想定しながら各施策の開発を進めるようにした。
加えて、情報利活用に関する「法制度面」整備も不可欠であることから、関係省庁に働きかけを行い、著作権法改

正の成立に寄与した。さらに、成果の普及促進の観点から「情報発信」を積極的に実施し、シンポジウム開催、関連
学会での発表等を推進するとともに、連携群のホームページを開設し、国内外に向け広く成果の周知を進めてきた。
補完的課題では、公共環境に設置されたセンサを利活用可能とする「センシングWeb」を開発し、実証実験を実施。

成果と研究目標の進捗状況：「技術要素連携図」を関係府省等の間で共有することにより、各施策間で密に
情報交換を行いかつ各施策の独立性も保ちつつ効率的な連携を進めた。その結果、当初の目標以上の成果を実現した。
さらに、当初、補完的課題を加えて4施策で開始したのに対し、急増してきたビデオデータ等のリッチデータを有効
利用するための新規施策を追加して5施策とし、より利便性の高い基盤となるよう適用領域を拡大した。
このような各省連携の下、指数関数的に増大するデジタル情報に対し、量的および質的側面等に留意した研究開発

を行い、新たなイノベーションを実現した。量的側面では、巨大集積化によりこれまで扱えなかった量の情報をリア
ルタイムに処理可能とし、サービス技術では移動ログ情報から個人の行動特性や場の特性を見出す「行動情報マイニ
ングエンジン」等、基盤技術では超高性能DB基盤技術等を開発した。質的側面では、安心・安全に資する新しい尺度
として情報の信頼度を付加する「Web情報の信憑性検証技術」に関する研究開発等が着実に進捗している。
法制度面では、著作権法改正の成立に大きく寄与し、検索サービス事業の実施を可能とした。さらに、今後、一層

の進展が期待できるパーソナル情報の利活用の検討を推進し、産学主導による次世代パーソナルサービス推進コン
ソーシアムが設立された。情報発信では、シンポジウム開催や国内外の主要会議等で成果を公開し高い評価を得た。
補完的課題では、プライバシ情報の保護を特徴とする「センシングWeb」を開発し、公共環境での実証実験を実施。

その結果、利用者からの高い受容性評価、メディアにも数多く掲載される等、実用化に向けた良い成果が得られた。

科学技術連携施策群「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」フォローアップ概要
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[今後の課題]
本連携群での成果をさらに広く活用可能とするために、パブリッククラウド等の基盤構築の提言、今後の持続的な
研究開発促進にあたり関連諸機関の連携体制の一層の強化、国際競争力のさらなる向上を目指すことが重要である。
連携群終了後の新たな取組みとして、超高性能DB基盤技術は、最先端プログラムに一本化されペタバイト超級の大
規模DBにおいて従来比約1,000倍の最高速DBエンジン開発を推進している。これにより、従来では情報量が多すぎ
て処理できなかったような情報を有効利用することが可能となり、情報科学技術による斬新な社会サービス応用の
創出が期待される。また、情報大航海では、平成22年度より開始した「次世代高信頼・省エネ型IT基盤技術開発・
実証事業」において、個人情報匿名化を始めとするパーソナル情報利活用のあり方についての検討を予定している。

主な具体的成果の事例：
（府省間等の連携活動や補完的課題（3年間）の実施により、特に進展のあった事項、成果）

[主な成果と技術要素間連携の例]
情報大航海PJ：パーソナルサービス分野を中
心に22のモデルサービス、オープンに利用で
きる59の共通技術（非Webなどの領域を含む）
を開発し、新たなイノベーションを創出。
情報信憑性検証技術：情報大航海PJとの検討
結果を、重要かつ信憑性の高いブログ記事に、
より簡単に早く到達できる「ブログランキン
グサービス」等で活用。
超高性能DB基盤：当初目標値を上回る従来比
約20倍の高速化を実現。今後のブレークス
ルーの鍵となるペタバイト超級の超高性能DB
実現を見越した研究開発環境を提供。
補完的課題：プライバシ情報を保護したセン
シングWebを開発。公共環境における実証実験
にて高い評価を得た。センサのインタフェー
スでは、次世代ロボット連携群と仕様を共有。

[ 技術要素連携図 ]

ITが生み出す安全安心の
ためのソーシャルサービス

プライバシに配慮した
未来型パーソナルサービス

新たなコンテンツアクセス技術が
生み出す次世代Webサービス センシングWebサービス

DBを利用する解析サービス
への高速化技術の提供

情報の信憑性・信頼性情報を
提供するWebサービス

センサ情報の
社会利用

情報信憑性検証技術施策
超高性能DB
基盤ソフトウェア情報大航海プロジェクト

階層的機能等

サービス

目 標

データベース
基盤技術

次世代知的情報利活用基盤 ～世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 ～次世代知的情報利活用基盤 ～世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 ～

データマイニ
ング技術

レコメンデー
ション技術

画像・映像解
析技術

自然言語
解析技術

時空間情報
解析技術

情報の信頼性・
信憑性検証技術

個人情報
匿名化技術

プライバシー
情報管理技術

ユーザインタ
フェース技術

収集・配信
技術

プラット
フォーム

基

盤

的

技

術

（
主

要

技

術
）

利
用
促
進

画像特徴量の抽出
エンジン

C G M理解のための
日本語解析基盤

マッピングサーチ（視覚化検索）

面白い順に検索結果が
現れる「オモロ検索」

ラダリング対話エンジン

データベースエンジン
→中間評価版（適用機能を限定、
中並列度）H22年度
→最終成果版（適用機能を拡張、
高並列度）H24年度

治療計画立案エンジン

情報薬調合エンジン

リスクモデリング
＆シミュレーション

健康管理自己情報
コントロール技術

動画コンテンツの
同一性検知技術

意味の似ている言葉の抽出

サービスの性質に応じて推
薦のしかたを選べるレコメ

ンデーション

画像類似性判定
エンジン

映像のシーンカット・
エンジン

映像の意味理解のための
基盤技術

21年度に技術化達成分

連携関係凡例

連携活用例・・・

動画へのメタ情報の
付加

P I(P lace Identifier)基盤

複数の推薦エンジンの選択・組合
せが可能なマルチモード推薦

行動情報
マイニングエンジン

グループ属性・エリ
ア情報抽出技術

パーソナル情報
保護・解析基盤
（プロファイル情
報解析基盤）

実世界の行動とネット上の行動を統
合したユーザ特性推定

Webｺﾝﾃﾝﾂの分析技術
（画像・音声・映像）

Webｺﾝﾃﾝﾂの分析技術
（ﾃｷｽﾄ情報）

意味内容の時系列分析技術

Web情報の信頼性分析技術
（NICT）

他機関との連携

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ情報の
管理

ｾﾝｻ情報の
共有

観測型ｺﾝﾃﾝﾂの
提示

22年度以降技術化見込み・・・
連携可能性の関係

連携活用例

(大航海→センサ):
実証実験用データと

して活用

(大航海⇔信憑性):
ブログランキング
サービス

(大航海⇔センサ):
パーソナル情報
保護・解析基盤

センサ情報に基づく
行動解析基盤

(大航海→信憑性):
画像・動画解析技術
の活用

（大航海←DB）：
高速DBアクセス
機構の活用

パーソナル情報保護・解析基盤
（個人情報匿名化基盤）

プライバシ情報セキュア流通基盤

パーソナル情報保護・解析基盤

次世代ロボット連携
群（ATR)

他機関との連携

(ロボット⇔センサ):
センシングWeb：
サービス仕様記述
（要求、提供）

（信憑性←DB）：
高速DBアクセス
機構の活用

（DB→センサ）：
高速DBアクセス
機構の活用

コラボレーションプラットフォーム
（基盤及び検証用データの整備、実証実験の実施）
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